
歴史文化基本構想の項目について 

章 項 目 内 容
＜１目的＞ □歴史文化基本構想

とは 
・国の動向 
・市の状況 

 □背景（なぜ文化財
を残していくことが
大事なのか） 

・文化財指定の有無に関わらず文化財は札幌を札幌らしくしてい
る宝の一つ 
・まちの歴史を知る上で、大切なもの
・これからを考えるヒントになるもの 
・くらしを豊かにするもの

 □目的 ・掘り起こし、多くの人に存在を知ってもらう 
・それぞれの立場で何ができるのか、考えてもらえるきっかけを
つくる 
・周囲と一体的にとらえ、まちづくりに活かす 
      ↓ 
・文化財を将来に残していく

□行政上の位置づけ ・アクションプラン 2015 
・文化芸術基本計画

＜2 札幌市の姿
（歴史的背景）
＞ 

□自然環境・地勢 ・地理的な特徴、土地利用など

□社会的環境 ・人口、交通、産業など 

□歴史的環境 ・旧石器時代～アイヌ～開拓～現代までの歴史

＜3 札幌市の文
化財＞ 

□調査の概要 ・調査概要（文献、現地・・） 
・調査一覧 
・建造物（分析結果とマップ） 
・土木構造物（概要とマップ） 
・歴史資料（概要）
・○○（特徴的な調査結果） 
・今後について

□文化財の現状 指定文化財・登録文化財等
・有形文化財（建造物） 
・有形文化財（美術工芸品等） 
・無形文化財 
・民俗文化財（有形、無形）
・天然記念物
・埋蔵文化財 
・景観重要建造物 
・景観資産 
・ふるさと文化百選など

資料５ 



＜4 札幌市の文
化財の特徴＞

□特徴と関連文化財
群について 

・ストーリーと関連文化財群の考え方の説明 
例：重要文化財のように、一つ一つで価値あるものもあるが、他
と関連付けることにより特徴が見えてくる・・など

切り口の例：屯田兵 開拓使 札幌農学校 アイヌ お雇い外国
人 和洋折衷建物 札幌軟石 石山 ・・・ 

□ストーリーと関連
文化財群 

・例：開拓使関連
・例：札幌軟石関連
・例：屯田兵関連
・例：アイヌ関連・・・

＜5 保存・活用
の課題と方針＞

□保存・活用の現状
と課題  

□現状 
・市の所管体制 
・活動団体・・・ 
□把握 
・市内にいろいろな文化財があることが知られていない 
・文化財の掘り起こし（未調査のものが多くある） 
・存在は知っていても、価値が知られていない 
□共有 
・情報不足
・普及啓発の方法 
・次の世代（子どもたち）への普及啓発 
□保存活用の推進 
・設備の老朽化による使いづらさ（建物）
・改修時の法令等の制約（建築基準法等）
・維持費の負担 
□人材育成 
・担い手不足、担い手の高齢化等
□協働・体制 
・改修・活用方法事例等の情報不足
・相談窓口の不足

□保存・活用の方針 ・掘り起こし・データベース化 
・価値を見出す
・そのままの形で残すことが必要なもの、使い続けるものなどの
状況や性質・価値に応じた保存 
・まちづくりや観光への積極的な活用

□保存・活用を推進
するための体制整備
の方針

・関わる人を増やす、専門家や関心層の育成 
・市民、所有者、事業者、行政等の役割分担、連携・協力

＜6 保存活用
（管理）計画の
考え方＞

保存活用（管理）計
画の考え方 

・対象の設定 
・目的 
・策定者 
・計画に定めることが望ましい項目 


